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論文内容の要旨
本論文は三井・三菱とともに日本の三大財閥と呼ばれた住友財閥の成立・発展過程を経営史学の方法
によって，実証的に追究したものである。
本論文は住友財閥経営史研究の課題と方法を論じた序言に続く 2 部 8 章からなり，第 1 部では江戸初
期から第 2 次大戦前までのおよそ300年に及ぶ住友財関の成立過程の全体像の究明が，第 2 部では住友
財閥を構成する傘下部門の事例研究が行われているo 住友系企業の内部史料および関連史料・文献を丹
念に発掘・渉猟した上で多角化戦略の進行過程経営組織，経営諸制度，そしてそれらと各時代の企
業者職能との結び付きの解明に力を注ぎ，住友財関の特性を析出する点に本論文の目的がおかれている。
第 1 部第 1 章では江戸時代における住友家の成立，別子銅山を主とする銅鍍業部門での経営基盤の確
立，その後の金融業などへの多角化過程，各事業の経営状況を分析し江戸期の住友は基本的には，別
子を核とする銅山業と銅製錬業とを統合する銅鍍業資本であったこと，技術的限界による鉱山経営の不
振を補うために18世紀後半から開始された金融業は札差業以外は不振をきわめ，これは幕末の経営危機
の要因となるが，別子経営では収益力の回復が見られ明治維新後の住友の事業の中核となる基礎が形成
されていたことなどを明らかにしているO また家法の検討から住友の人材養成法を，帳簿分析から住友
における複式決算構造簿記の展開を究明しているo 第 2 章では明治前期の住友の経営近代化の過程を時
の経営トップ広瀬宰平の経営理念と結び付けて考察し，フランス鉱山技術などの導入により別子銅山の
漸進的再生が近代化の基軸となった一方，商事・海運・並合・製糸・樟脳製造などへの進出がなされる
が，それらは別子の収益力に限界づけられたもので，また並合業をのぞいて後にほとんどすべて廃止さ
れるなど試行錯誤色の濃い「初期的多角化」であったこと，そしてそれは広瀬の経営理念と深く結び付
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いていたことを論じている。また，住友家法(明治15年と 24年)の制定とそれに伴う経営諸制度や本部
機構の整備は，住友の家業経営から企業経営への転換を意味する重要な改革であったと位置づけているO
第 3 章では採鉱・製錬両部門において近代化に成功し，大量製錬体制を確立した別子銅山を軸に展開す
る明治中後期の多角化過程を，当時の経営者伊庭貞剛の企業者活動と関連づけて分析している。煙害対
策としての肥料製造業進出を初め，燃料自給のための炭鍍業，銅加工部門の伸銅業，並合業から改組さ
れた銀行，さらに鋳鉱業への進出などを「本格的多角化J と評価し，組織面では財閥本社の原型として
の重役会制度(明治28年)や住友総本店(明治42年)の設置を重視して鉱山・金属工業・銀行を 3 本
柱とする重工業財閥の原型がここに形成されたとしているo
第 4 章では第 1 次大戦期における住友の業容の拡大過程を考究し，リスキィな商社設立計画を放棄す
るなどの第三代総理事鈴木馬左也の慎重な事業展開戦略のもと，電気製錬法の導入による買鉱製錬の拡
大，産金業の本格化，炭鍍業の北海道進出，岸本製鉄所の買収による鉄鋼業の基礎形成，電線事業や銀
行業の海外進出などによって住友財閥が成立してゆく過程が描かれている。さらに傘下各事業の経営
分析により，この時期には住友の蓄積基盤が別子中心から銀行・金属工業・鉱山の三部門に移行しつ
つあったことが明らかにされる。第 5 章は大正10年に設立された住友合資会社の構造と意義およびその
傘下子会社の株式会社化の問題を取り上げいてるo 傘下各企業はそれぞれの産業分野で巨大な地位を築
きあげるにいたり，株式会社化されて資本的・人的に本社から相対的に自立する傾向が生じるようになっ
た一方，住友合資は組織上，持株会社として純化してゆき，全体として所有と管理の合理化が進み，こ
こに財閥コンツェルン体制が確立するにいたったと主張しているo
第 2 部の三つの章は住友財閥を構成する各事業の経営史研究を個別に深く掘り下げたもので，まず第
6 章では明治維新以降の別子銅山の近代化過程を，戦前期の工学関係史料を駆使して，とくに技術の側
面から詳細に追究しているO 第 7 章では炭鎖業の成立・発展過程を住友内部史料と工学実習関係史料か
ら考察し，住友の炭鍍業は通説のごとく単に鉱山業の燃料自給を目的とするにとどまらず，収益部門と
なることを期待して設けられたものであったことなどを立証している。第 8 章は林業の成立と発展に関
するもので，もともと銅山の燃料・材木源として運営されてきたこの部門がエネルギ一転換とともに，
林業として独立するにいたった経過などを内部史料により考察しているo 以上の第 2 部における重要事
業のケース・スタディは，住友財閥の全体像を描く第 1 部を補完するものとなっており，この構成によ
り，住友財閥の形成が，本社レベルによる多角化と傘下部門での多角化という重層的構造をもって進展
していったことが浮き彫りにされている。
論文の審査結果の要旨
本論文は長年にわたる史料発掘・収集の努力による新しい史実の発見と，既存の諸研究の整理・吟味
を踏まえて，住友財閥の成立過程を体系的に解明することをめざし，それに成功した財閥経営史の実証
研究である。日本の三大財閥のーっと評されながら，三井・三菱に比べ立ち遅れていた住友史研究の水
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準を飛躍的に向上させ，今後の研究の座標軸を築いた貢献は高く評価される。また住友財閥に関する通
説的理解をくつがえす数々の新しい指摘は，日本財関史を再検討する上で逸することができない重要な
ものとなろう。
研究方法に関して，経営史学のオーソドックスな手法に則って組織・戦略・経営理念・企業者職能・
財務・労務・技術など企業経営の諸側面を考察の視野におさめ財閥経営の全体像を把握したことおよ
び，企業内部史料の非公開の壁を，工学関係史料などを駆使して突破したことは特筆される。後者の成
果は，本論文中最も重要な意味をもっ部分の一つで、ある別子銅山の技術史的研究にいかんなく発揮され
ている。
住友財閥の個別研究に専心する研究方針のため財閥という企業形態を理論的にどのようにとらえる
か，他財閥と比較した場合住友の特性がいかなる点に存したかなど，今後の研究にまつべきところがい
くらか残されているが数々の新しい知見をもたらし 日本財閥史研究に新たな地平を切り拓いた本論
文は日本経営史研究の分野で高い評価を与えられるべき業績であり，経済学博士の学位に十分値するも
のと判定する o
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